


SDGsとつながる石川県立大学の学び。
貧困、飢餓、気候変動、資源の枯渇など、世界が直面するさまざまな課題。SDGsとつながる石川県立大学の教育・研究活動を紹介します。

石川県立大学持続可能な未来

食品衛生学研究室では、安全な食品を通じて私たちの健康維持や増進に役立

てることに焦点を当て、食物アレルギーの他に、骨の健康、肌の健康について、

様々な評価を進めています。特に骨の健康に関する研究では、石川県立大学の

ある野々市市の花木であるツバキの葉に含まれる成分が、骨粗鬆症の予防改善

に寄与することが明らかになってきました。

健康な骨とは、骨を新生するために働く骨芽細胞と、古くなった骨を破壊する

働きをもつ破骨細胞のバランスが保たれている状態を指します。加齢に伴って

骨芽細胞と破骨細胞のバランスが崩れた状態が続くと、骨代謝が低下し

骨粗鬆症の発症につながります。骨粗鬆症を発症すると骨の強度を維持する

骨梁が消失し、骨折リスクが高まることから、高齢者が要介護となる要因の

上位に位置します。特に、骨粗鬆症の発症は女性が男性の3～5倍で、患者数は

約1300万人と言われています。骨粗鬆症は自覚症状が乏しく、医療機関未受診

者を含めると実際の患者数はさらに多いと予想されます。

男性に比べて女性の骨粗鬆症患者が多い理由の一つに、閉経による女性ホル

モン量の著しい変化が挙げられます。女性ホルモンは破骨細胞の働きを抑制

しており、急激な減少によって骨の破壊が優位になり、骨代謝のバランスが

崩れた状態を引き起こします。骨粗鬆症の予防改善は、骨代謝のバランスを

改善できるかが鍵となります。

興味深いことに、私たちの研究では、ツバキ葉から抽出した成分は骨芽細胞を

活性化させるだけでなく、破骨細胞に変化しにくい状態にさせて骨を壊す働きを

抑えることが明らかとなりました。さらに骨粗鬆症を誘導したマウスにツバキ葉

成分を投与すると、マウス体内で骨芽細胞と破骨細胞のバランス改善が生じ、

骨梁の再生が見られました。人もツバキ葉の成分を摂取すると骨代謝の改善が

期待できると考えられます。

ツバキは公園等の植栽や観賞として利用されていますが、防虫剤散布や品種

改良によって健康被害につながる物質が含まれるかもしれません。今後は安全

性を担保できるツバキ葉を使った茶系飲料の開発を進める計画になっています。

ツバキ葉の茶系飲料によって手軽に骨粗鬆症を予防改善できると、健康寿命の

延伸に一役買ってくれるのではないでしょうか。骨代謝を始めとした私たちの

研究成果が少しでも健康で豊かな社会生活の実現に貢献できれば嬉しいです。

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年に国連で
採択された2030年までの国際目標です。私たち人類が持続可能な未来を築き、豊かで安全な暮らしを
営むための青写真として、17の目標と169のターゲットが挙げられています。これらの目標は相互に関連
しており、経済・社会・環境に関わる課題を統合的に解決することを目指しています。

SDGsのおさらい

骨代謝のバランスを改善。
骨粗鬆症の予防改善につながる、
ツバキ葉の可能性。
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高校生の皆さんへ
メッセージ

色々なことに興味を持って積極的に調べて

みましょう。当然わからないことがたくさん出てくる

でしょうが、調べることでたくさんの知識や考察力が

蓄えられていきます。食品科学科は皆さんの日常生活に

欠かすことができない「食」に関する様々な課題に取り

組んでいる研究室ばかりです。知識や考察力を蓄えた

「食」に興味を持っている皆さんと一緒に様々な

課題を科学的に明らかにし、社会貢献できる

魅力的な研究を進めることができたら

嬉しく思います。

西本 壮吾 准教授

食品科学科
食品衛生学研究室

焙煎前の状態

焙煎5分焙煎工程の様子 焙煎10分 焙煎15分 焙煎20分
研究内容に関連するSDGs
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焙煎したツバキ葉に棒茶をブレンド
して味も向上。ティーパックに詰めて
美味しいツバキ茶の完成です。








